























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































収 入 主 出
(l)j[税産銭 約3.9013貰 歳 貢
(2)秋税苗米 (1)上供担 6.8741両 4銭
銭 的6.4761貰 (2)上供銭 6000貰

















上供銀銭 17.7221貫186文 (1)上供銀本銭 1.4171貰507文
軍器物料 1.1000貰 36文 (lID軍拙 銭 2.00001'占













免 役銭 7.7921世484丈 県 対 称 白 米 額
六県融支吏役銭 3.4793貫716丈
長 渓 県官・ 2経火事官兵 581石6斗 1升 2合
長 曜 ;匹 官 1470石2升
本府吏銭 63061t 76丈
福 揖 県察官松林等三事土兵 3776石8斗 9升
在京官貝眉銭 225貰 古 図 県 官 139石2斗 4升
減省人吏属践 1632世 鋭事官兵 2273石6斗 9升
経総制司銭 3.1751貰748文 '1< 
楠 県 官 71石 1斗 3升
|吋 消 県 官 106石4斗 3合
官戸不時半銭 2883，t920文




羅 覗 県官・南'纂官兵 1423石7斗 6升
世 安 五県事官兵 1353石2斗
で
あ
る
。
一
方
支
出
向
内
、
朝
廷
に
送
納
さ
れ
る
分
は
、
銅
銭
五
五
万
一
O
コ
一
六
寅
四
九
六
文
で
、
銅
銭
収
入
の
七
五
・
三
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
福
建
路
転
運
司
に
送
納
す
る
分
を
加
え
れ
ば
、
六
O
万
一
二
七
二
貫
七
O
六
文
と
な
り
、
そ
の
比
率
は
八
二
・
二
%
と
い
う
高
額
で
、
残
り
が
福
州
管
下
で
支
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
米
穀
に
つ
い
て
は
正
確
に
そ
の
動
き
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
後
述
す
る
南
康
軍
等
の
例
か
ら
し
て
、
八
割
以
上
が
上
供
に
ま
わ
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
ひ
と
り
福
州
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
を
一
般
化
し
て
み
て
も
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
次
に
当
面
町
課
題
で
あ
る
地
方
財
政
を
収
入
・
支
出
に
わ
た
っ
て
分
析
し
て
み
る
。
収
入
と
し
て
は
、
第
一
に
両
税
の
秋
苗
町
一
部
が
あ
げ
ら
れ
る
。
『
淳
皿
…
三
山
志
』
4
七
「
秋
税
首
米
」
の
項
に
、
「
分
州
脈
倉
迭
納
、
支
官
兵
糧
俸
、
及
椿
充
義
倉
用
U
と
見
え
る
よ
う
に
、
地
方
官
及
ぴ
地
方
円
軍
隊
へ
の
俸
給
、
県
の
義
倉
米
に
充
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
(
表
∞
)
仰
)
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
福
州
管
下
一
二
県
中
、
三
県
(
閑
・
連
江
・
侯
木
官
)
の
記
載
が
見
え
な
い
が
、
九
県
内
合
計
額
は
}
万
二
O
五
四
石
五
斗
は
九
升
五
合
で
、
九
県
の
白
米
換
算
の
苗
米
総
額
に
比
し
て
一
五
・
二
%
の
割
合
討
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
外
に
州
段
階
で
留
め
ら
れ
て
支
出
さ
れ
る
分
が
あ
噌
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
額
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
秋
首
に
付
加
L
て
即
徴
収
さ
れ
る
後
者
は
、
八
県
の
み
確
認
で
き
、
計
三
六
四
七
石
で
あ
ぶ
併
嚇
第
二
に
課
利
収
入
等
中
央
財
政
に
属
す
る
項
目
な
が
ら
、
地
方
に
留
め
ら
枇
れ
る
分
が
あ
る
。
『
淳
照
三
山
志
』
叶
七
に
'
 
南
係
省
案
名
銭
(
中
略
)
係
以
諸
闘
牒
胴
銑
務
商
税
五
分
銭
品
培
唱
投
三
分
千
(
牙
)
契
五
分
銭
・
浮
盟
葺
領
銭
・
砂
地
銭
・
契
紙
息
銭
、
取
一
年
枚
数
立
額
、
除
総
合
支
牒
鎮
察
官
兵
及
宗
室
岳
廟
添
差
等
官
請
受
、
在
勝
載
支
外
、
除
立
馬
格
39 
目
、
令
随
月
解
州
、
曙
副
支
遣
。
と
あ
り
、
商
税
・
牙
契
銭
(
不
動
産
取
引
等
町
契
約
書
に
か
か
る
税
)
そ
の
他
の
一
部
が
、
県
鎮
案
内
官
兵
や
宗
室
な
ど
の
両
禄
官
(
宮
観
的
監
督
官
で
あ
る
が
実
務
は
な
い
)
・
添
差
官
(
定
額
外
の
官
で
実
務
は
な
い
)
町
俸
給
の
た
め
に
、
州
県
に
留
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
最
も
重
要
と
恩
わ
れ
る
免
役
銭
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
北
宋
末
南
宋
初
に
か
け
て
、
本
来
州
県
で
使
用
さ
る
べ
き
免
役
銭
が
、
次
第
に
中
央
に
上
供
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
陳
博
良
『
止
粛
先
生
文
集
』
珪
一
「
盟
剖
論
役
法
制
子
」
に
よ
れ
ば
、
北
宋
末
徽
宗
の
宣
和
年
間
に
、
院
虞
候
、
州
の
曹
官
・
当
直
・
散
従
官
、
及
び
提
挙
学
事
司
の
吏
人
の
雇
銭
に
あ
て
ら
れ
る
分
的
免
役
銭
が
組
本
銭
に
く
み
こ
ま
れ
、
後
に
総
制
銭
円
一
項
目
と
な
り
、
ま
た
者
戸
長
壮
丁
免
役
銭
・
免
役
一
分
寛
剰
銭
、
そ
し
て
南
宋
に
入
っ
て
新
た
に
徴
収
さ
れ
た
民
戸
三
分
量
増
役
銭
・
官
戸
不
滅
半
役
銭
等
も
総
制
銭
に
く
み
入
れ
ら
れ
て
、
い
ず
れ
も
中
央
財
政
の
管
轄
下
に
吸
収
さ
れ
、
州
県
に
残
さ
れ
る
免
役
銭
が
ま
す
ま
す
少
な
く
な
っ
た
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
福
州
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
免
役
物
力
銭
一
一
万
三
六
三
二
買
七
三
文
(
免
役
銭
一
一
万
二
三
O
三
賀
八
O
三
文
物
力
銭
一
三
二
八
貫
二
七
O
文
足
)
の
内
一
高
三
千
三
百
八
買
六
百
四
十
八
口
(
文
)
足
、
解
州
支
本
州
弁
堕
(
監
?
)
司
役
人
雇
宜
等
、
除
銭
酎
肺
支
嵐
役
、
弁
椿
渡
朝
廷
禦
名
。
其
減
人
吏
嵐
銭
・
在
京
吏
鵡
銭
・
在
京
官
員
雇
人
銭
・
減
罷
重
旅
食
銭
・
減
罷
監
司
吏
誠
銭
米
、
並
在
内
。
(
『
淳
県
三
山
志
』
4
七
)
と
あ
り
、
福
建
路
の
監
司
及
び
福
州
町
役
人
膏
吏
の
雇
銭
が
一
万
三
三
O
八
買
六
四
八
文
で
、
全
体
的
一
一
・
七
%
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
40 
が
、
県
に
お
け
る
雇
銭
及
び
朝
廷
に
上
供
す
る
分
が
不
明
で
あ
る
。
他
方
両
市
削
東
路
明
州
座
元
府
町
『
賓
慶
四
明
志
』
一
品
郡
士
山
浦
紋
賦
下
「
雑
賦
」
に
免
役
銭
円
明
細
が
見
え
て
い
る
(
表
l
m
)。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
県
段
階
で
吏
禄
雇
銭
と
し
て
支
出
さ
れ
る
の
は
四
四
・
七
%
、
慶
元
府
の
そ
れ
は
八
・
一
%
経
総
制
銭
四
0
・
八
%
官
戸
不
減
半
役
銭
=
了
七
%
在
京
官
員
雇
人
銭
・
減
省
人
吏
雇
銭
ニ
・
四
%
と
な
っ
て
い
る
。
福
州
の
官
戸
不
減
半
役
銭
が
、
五
七
回
一
貫
八
四
O
文
で
五
・
一
%
の
均
率
で
あ
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
、
福
州
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
免
役
銭
円
半
分
強
(
慶
元
府
で
は
五
二
・
八
%
)
が
、
州
県
の
行
政
事
務
に
た
ず
き
わ
る
背
吏
・
役
人
の
人
件
費
と
し
て
存
留
さ
れ
、
残
り
が
上
供
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
外
雑
収
入
内
主
な
も
の
と
し
て
は
、
公
使
銭
・
賦
嗣
収
入
・
酷
息
銭
等
が
あ
る
。
公
使
銭
に
【
斜
、
地
方
財
政
町
側
商
か
ら
と
ら
え
た
佐
伯
富
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
が
、
南
宋
に
お
い
て
は
特
に
官
僚
の
公
私
肉
交
際
費
と
し
て
の
役
割
が
申
心
で
、
地
方
行
政
資
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
州
軍
を
下
限
と
し
て
県
に
は
置
か
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ぷ
v
ま
た
裁
判
訴
訟
に
伴
う
賦
金
や
犯
罪
者
向
家
産
没
収
等
を
中
心
と
す
る
腕
嗣
収
入
は
、
例
え
ば
岡
市
削
東
路
町
慶
元
府
と
台
州
で
は
各
々
提
占
、
刑
獄
司
に
毎
年
二
O
O買
を
送
納
す
る
規
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
余
は
州
県
内
収
入
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
酷
の
専
売
に
伴
う
酷
息
銭
も
一
部
は
留
め
ら
れ
て
地
方
向
収
入
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
外
地
域
的
な
雑
税
を
含
め
て
各
種
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
が
省
略
に
従
う
。
次
に
支
出
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
第
一
に
州
県
の
官
僚
及
び
軍
隊
の
俸
給
は
、
既
述
の
よ
う
に
秋
首
・
係
省
案
名
銭
か
ら
支
出
さ
れ
て
お
り
、
第
二
に
義
貴
米
は
県
段
階
で
救
荒
対
策
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
第
三
円
免
役
銭
を
財
源
と
す
る
膏
吏
・
役
人
町
俸
給
に
つ
い
て
は
や
や
詳
し
く
検
討
し
て
お
き
た
い
.
吏
禄
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
市
定
「
王
安
石
町
吏
士
合
一
策
倉
法
を
中
心
と
し
て
|
」
『
ア
ジ
ア
史
研
究
第
一
』
(
一
九
五
七
)
に
独
自
の
近
世
論
よ
り
す
る
卓
見
が
示
さ
れ
て
お
り
、
熊
本
崇
「
倉
法
考
ー
そ
の
施
行
内
意
義
と
変
遷
」
集
刊
東
洋
学
三
八
(
一
九
七
七
)
は
官
と
吏
の
緊
張
関
係
か
ら
倉
法
を
把
握
さ
れ
て
い
が
「
こ
こ
で
は
先
学
の
所
見
を
参
照
し
つ
つ
、
地
方
段
階
に
限
っ
て
考
察
す
る
。
馬
端
臨
『
文
献
通
考
』
叶
ニ
職
役
考
一
「
歴
代
郷
黛
版
籍
職
役
」
に
、
葦
血
寧
之
徴
免
役
銭
也
、
非
専
属
供
郷
戸
事
人
充
役
之
用
而
己
、
官
府
之
需
用
・
吏
一
青
之
鹿
給
、
皆
出
於
此
.
と
の
按
語
が
見
え
、
免
役
銭
が
役
人
町
雇
銭
の
み
な
ら
ず
、
膏
吏
の
俸
給
や
地
方
{
昌
庁
の
費
用
に
使
用
さ
れ
た
と
の
適
確
な
指
摘
が
あ
る
。
吏
禄
施
行
三
年
後
に
は
、
李
熊
『
繍
資
治
通
鑑
長
編
』
(
以
下
『
長
編
』
と
略
称
)
鵬
広
一
脚
宗
照
寧
六
年
(
一
O
七
三
)
。
て
~
d
d
4
A
H
4
4
4
ぺ
ぷ
岬
時
増
吏
鵡
四
十
一
高
三
千
四
百
除
縄
、
監
司
諸
州
六
十
八
高
九
千
八
百
除
縄
U
と
い
う
額
で
あ
っ
た
。
吏
禄
は
こ
れ
以
後
も
増
額
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
熊
本
氏
に
よ
れ
ば
、
地
方
段
階
で
は
州
県
の
常
平
免
役
関
係
、
州
向
司
法
関
係
、
県
の
獄
吏
等
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
吏
禄
ま
た
役
人
的
雇
銭
も
、
前
掲
『
止
粛
先
生
文
集
』
「
縛
針
論
役
法
制
子
」
的
記
載
の
よ
う
に
、
宣
和
年
聞
か
ら
南
宋
初
に
か
け
て
次
第
に
縮
少
し
、
『
淳
照
三
山
志
』
J
Y
コ
一
版
籍
類
四
「
州
脈
役
人
」
『
嘉
定
赤
城
志
』
J
1
七
「
吏
役
門
」
に
も
「
投
充
不
給
銭
」
「
「
灘
投
名
不
支
雇
銭
」
と
あ
る
も
の
が
多
い
。
南
宋
の
州
県
内
吏
禄
に
つ
い
て
は
、
司
法
関
係
が
依
然
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
裁
判
の
公
正
な
運
営
上
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
宋
舎
要
』
職
官
岨
之
机
「
俸
減
」
紹
興
二
年
二
=
-
三
)
閏
四
月
六
日
の
条
に
、
江
西
転
運
副
使
韓
球
・
提
点
刑
獄
蘇
憾
の
上
言
と
し
て
本
路
持
家
州
、
興
園
南
安
軍
、
獄
訟
至
紫
、
嘗
鶴
役
銭
不
足
、
推
法
曹
司
吏
入
、
不
行
重
緑
、
有
犯
止
依
常
法
断
罪
、
無
以
懲
戒
貴
闘
問
。
乞
依
崇
寧
四
年
二
月
二
十
目
指
揮
、
推
行
重
酪
.
従
之
。
と
の
記
載
が
見
え
る
。
こ
れ
は
免
役
銭
が
不
足
し
て
い
る
と
い
、
7
事
情
で
重
禄
法
(
吏
禄
を
支
給
し
、
不
正
行
為
に
対
し
て
は
重
罪
を
科
す
)
を
施
行
し
て
い
な
か
っ
た
四
州
軍
の
推
司
法
司
・
当
直
司
の
脅
吏
に
、
規
定
に
沿
っ
て
新
た
に
重
禄
法
を
施
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
江
南
西
路
町
他
の
六
州
軍
そ
し
て
他
的
路
分
で
は
実
行
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
と
同
時
に
こ
の
史
料
は
吏
禄
に
は
免
役
銭
と
い
う
確
固
と
し
た
財
源
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
書
職
官
四
之
一
O
「牙
凡
五
職
」
淳
阻
二
年
(
一
一
七
五
)
二
月
十
目
的
条
、
福
建
路
提
点
刑
獄
葉
南
仲
の
上
言
に
静
脈
動
骨
、
此
r
仔
畳
骨
、
今
職
級
・
押
鍬
之
下
、
釈
す
)
推
司
・
臨
(
欧
}
司
之
)
下
、
有
代
書
貼
司
、
自
推
敏
司
以
上
行
軍
職
、
代
替
貼
司
無
締
也
。
(
中
略
)
木
乞
詔
有
司
、
立
定
郡
豚
獄
吏
額
数
、
謄
在
獄
者
、
並
行
重
職
、
如
敢
額
外
増
八
置
無
職
人
吏
、
並
以
建
制
論
、
令
監
司
按
察
以
開
。
従
之
。
討
と
見
え
、
州
県
の
獄
吏
町
内
、
推
司
款
司
以
上
は
重
禄
が
与
え
ら
れ
、
J
ー
そ
の
下
町
代
書
貼
司
(
額
外
的
見
習
い
吏
員
か
)
に
は
無
か
っ
た
の
に
対
恥
し
、
定
額
外
的
無
給
の
吏
を
置
か
ず
、
獄
吏
に
は
す
べ
て
重
禄
法
を
施
行
明
す
る
こ
と
と
定
的
た
円
で
あ
る
。
こ
れ
が
法
文
通
り
運
営
さ
れ
た
か
は
別
地
問
題
と
し
て
、
州
の
み
な
ら
ず
県
に
お
い
て
も
、
刑
法
関
係
の
重
禄
法
を
献
重
視
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
次
に
既
に
知
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
が
、
寧
宗
紹
照
・
嘉
定
年
問
、
県
に
推
司
法
司
を
新
設
し
て
そ
の
推
吏
に
重
禄
法
を
行
な
い
、
ま
た
県
の
編
録
司
の
吏
に
も
重
禄
法
を
行
な
お
41 
う
と
し
た
。
結
局
こ
れ
は
成
功
を
見
ず
、
前
掲
の
江
南
西
路
の
例
か
ら
財
源
的
裏
付
け
が
伴
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
と
も
か
く
北
宋
よ
り
更
に
徹
底
し
て
重
禄
法
を
行
な
お
う
と
し
た
こ
と
は
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
活
一
方
役
人
的
方
で
は
、
『
州
鯨
提
綱
』
ヰ
「
月
給
庖
金
」
に
「
脈
有
弓
手
手
力
、
役
於
公
家
、
悉
蒋
月
給
、
以
濡
衣
食
己
と
見
え
、
県
の
弓
手
・
手
力
に
月
ご
と
に
雇
銭
が
支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
福
州
の
散
従
官
に
つ
い
て
「
至
今
人
数
依
建
炎
、
給
銭
h
w
b肌
E
U
(
『
淳
照
三
山
志
』
叶
三
)
と
の
記
載
が
見
え
る
以
外
史
料
的
に
確
認
で
き
ず
、
無
給
で
あ
っ
た
可
能
性
も
強
い
。
こ
れ
ら
宵
吏
役
人
的
俸
給
は
、
「
州
鯨
公
吏
、
毎
月
諒
受
、
従
長
官
給
券
、
按
月
以
支
、
不
許
借
請
、
不
許
以
次
官
書
判
U
(
『
宋
骨
要
』
職
官
四
之
昨
O
「
牙
職
」
紹
興
三
O
年
二
一
月
七
日
条
)
、
「
弓
手
月
給
促
役
銭
、
合
係
本
尉
逐
月
具
名
券
、
赴
州
棺
勘
徽
芽
、
赴
耐
脚
庫
諮
支
、
賀
管
弓
級
、
交
領
殺
下
、
本
尉
嘗
面
監
散
J
じ
(
耐
慣
行
之
『
省
矯
集
』
瑚
「
論
弓
手
諮
給
制
子
」
)
と
見
、
え
る
よ
う
に
、
育
吏
は
長
官
が
、
弓
手
は
県
尉
が
証
明
書
を
出
し
て
月
ご
と
に
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
第
四
に
は
官
庁
を
維
持
す
る
た
的
向
種
々
の
雑
支
出
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
差
役
法
時
代
主
と
し
て
役
人
に
科
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
募
役
法
施
行
に
伴
い
、
免
役
頭
子
銭
と
し
て
銭
納
化
さ
れ
る
ニ
と
と
な
っ
た
。
『
長
一
綱
』
地
-
一
一
照
寧
七
年
(
一
O
七
回
)
三
月
乙
巳
同
条
に
、
詔
、
役
銭
毎
千
、
別
納
頭
子
五
銭
、
英
奮
於
役
人
回
融
工
費
修
官
舎
作
什
器
夫
力
量
載
之
類
、
並
用
此
鏡
、
不
足
邸
周
情
軽
珊
銅
銭
。
純
国
融
者
、
以
遺
制
論
、
不
以
去
官
赦
Am先
是
凡
公
家
之
費
、
有
敷
干
民
間
者
、
謂
之
圃
融
、
多
寡
之
数
、
或
出
臨
時
、
汚
吏
乗
之
以
鶴
喜
、
其
留
弊
所
従
来
久
、
至
是
始
悉
禁
駕
。
2
と
見
え
、
従
来
役
人
等
に
科
し
て
い
た
建
物
伺
修
理
費
や
什
器
作
成
費
等
4
各
極
的
「
困
融
」
は
、
免
役
銭
円
0
・
五
%
の
付
加
税
で
あ
る
頭
子
銭
で
ま
か
な
い
、
不
足
す
る
場
合
は
「
情
紐
珊
銅
銭
」
即
ち
城
間
収
入
で
補
充
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
前
掲
『
文
献
通
考
』
の
「
官
府
之
需
用
」
と
は
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
の
記
述
で
あ
ろ
う
。
免
役
頭
子
銭
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
も
募
役
法
は
地
方
財
政
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
が
北
宋
末
か
ら
南
宋
に
か
け
て
い
か
な
る
変
遷
を
た
ど
っ
た
か
明
ら
か
で
な
い
川
』
た
だ
慶
元
府
で
は
、
奉
化
・
定
海
・
昌
囲
内
三
県
に
の
み
各
々
一
五
二
貫
・
一
O
五
寅
二
四
文
・
七
二
貫
計
三
二
九
貫
二
四
文
(
表
l
m
)
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
提
挙
常
平
司
に
上
納
さ
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
少
な
く
と
も
州
県
段
階
で
有
効
に
用
い
ら
れ
た
と
は
見
な
し
に
く
い
。
こ
の
こ
と
は
新
た
な
「
園
融
」
の
発
生
を
子
想
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
地
方
財
政
の
障
問
題
第
一
節
で
の
『
淳
照
三
山
志
』
等
円
記
載
は
い
わ
ば
公
式
的
な
財
政
状
況
と
い
え
る
が
、
そ
の
実
際
の
運
営
状
況
を
中
央
財
政
と
の
関
係
に
お
い
て
分
析
し
て
み
よ
う
。
北
宋
後
期
か
ら
南
宋
に
か
け
て
は
財
政
的
膨
張
と
重
税
化
の
道
を
た
ど
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
『
止
蹄
先
生
文
集
』
述
。
「
吏
部
員
外
郎
初
封
訓
子
第
二
」
に
次
的
記
載
が
見
え
る
。
や
や
長
文
な
が
ら
煩
を
い
と
わ
ず
引
用
し
て
お
く
。
蓋
自
枠
符
奏
立
諸
路
上
供
歳
額
、
凪
'
寧
新
法
、
増
額
一
倍
、
崇
寧
重
修
上
供
格
、
頒
之
天
下
、
串
一
路
之
培
、
至
十
数
倍
、
迄
今
儒
額
。
是
特
上
供
耳
、
市
其
他
雑
倣
皆
起
。
配
山
寧
則
以
常
平
寛
剰
禁
軍
閥
額
之
類
、
令
項
封
椿
、
迄
今
焼
額
。
至
子
元
盟
、
則
以
坊
場
盟
酒
香
馨
銅
錫
軒
秤
披
剃
之
類
、
凡
十
数
色
、
合
而
鶴
無
額
上
供
、
迄
今
嬬
額
。
至
干
宜
和
、
則
以
賊
軍
撤
本
拠
凡
脂
奉
司
無
名
之
散
、
合
而
嬬
組
制
、
迄
今
風
額
。
至
干
紹
興
、
則
又
以
税
契
七
分
得
麗
勘
告
訴
酒
五
文
茶
班
袋
息
之
類
、
凡
二
十
除
色
、
合
而
偶
蹄
制
、
迄
今
掲
額
.
最
後
又
以
係
省
不
係
省
有
額
無
額
上
供
峨
箪
等
鏡
、
均
椴
鵠
月
椿
大
軍
、
迄
今
馬
額
。
而
折
吊
和
買
之
類
不
興
需
.
夫
取
之
之
悉
如
此
、
而
茶
引
掻
蹄
於
都
茶
場
、
不
在
州
勝
、
堕
紗
童
館
於
椎
貨
務
、
不
在
州
勝
。
秋
苗
桝
邸
、
十
八
九
蹄
於
綱
湛
、
不
在
州
勝
。
州
勝
無
以
供
、
則
華
奪
於
民
。
於
是
取
之
斜
面
、
取
之
折
襲
、
取
之
科
敷
、
取
之
抑
配
、
取
之
賊
柄
、
無
所
不
至
、
而
民
困
極
失
。
こ
れ
は
陳
博
良
町
目
に
よ
る
簡
に
し
て
要
を
え
た
税
財
政
史
で
、
封
椿
銭
・
無
額
上
供
銭
・
経
制
銭
・
総
制
銭
・
月
椿
銭
円
成
立
を
的
確
に
描
写
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
新
た
に
課
税
の
対
象
を
設
け
た
と
い
う
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
税
を
増
徴
し
た
付
加
税
的
な
も
の
や
各
種
雑
収
入
を
か
き
集
め
た
も
の
と
い
う
性
格
が
強
い
。
そ
じ
て
塩
紗
・
茶
引
等
の
収
入
が
州
県
に
入
ら
ず
、
ま
た
秋
首
も
ほ
と
ん
ど
が
上
供
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
州
県
で
は
こ
れ
ら
の
負
担
に
苦
し
み
、
「
斜
面
」
(
加
耗
米
)
「
賦
前
」
等
を
人
民
か
ら
徴
収
し
て
こ
れ
に
応
ぜ
さ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
税
は
往
々
に
し
て
負
担
限
度
に
関
わ
り
な
し
に
割
り
当
て
ら
れ
、
例
え
ば
紹
照
初
年
頃
の
福
建
路
涼
州
で
は
、
経
総
制
銭
と
無
額
上
供
銭
円
定
額
が
約
九
万
貫
で
あ
る
の
に
対
し
、
実
際
的
収
入
額
は
多
く
て
も
七
万
五
千
賀
で
、
州
で
融
通
工
面
せ
ね
ば
な
ら
な
い
分
は
、
多
い
時
に
は
二
万
五
千
賀
に
も
及
ん
だ
程
で
あ
っ
た
(
朱
諜
『
朱
文
公
文
集
』
4
九
「
乞
絹
減
部
州
上
供
経
綿
制
額
等
銭
欣
」
)
。
一
方
月
椿
銭
は
、
酒
税
銭
・
経
制
銭
・
封
椿
銭
・
係
省
銭
等
を
財
源
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
負
担
能
力
を
無
視
し
て
額
を
割
り
当
て
た
た
め
に
地
方
に
寄
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(
曽
我
部
静
雄
「
月
椿
銭
円
研
究
」
『
宋
代
財
政
史
』
一
九
四
二
。
ま
た
版
(
板
)
帳
銭
は
、
南
宋
に
入
っ
て
新
設
さ
れ
た
も
の
で
そ
の
実
体
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
特
定
内
税
収
を
指
定
せ
ず
に
州
県
に
わ
り
あ
て
て
上
供
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
(
後
掲
『
文
献
通
考
』
寸
九
征
権
考
六
雑
征
倣
「
板
帳
銭
」
)
。
こ
れ
ら
は
「
大
抵
経
栂
制
銭
鵡
州
之
害
、
月
椿
板
帳
偽
鯨
之
害
U
(
葉
適
『
水
心
先
生
文
集
』
斗
「
上
孝
宗
皇
帝
制
子
」
)
と
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
、
上
供
額
円
増
加
と
な
っ
て
州
県
を
大
き
〈
圧
迫
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
経
総
制
銭
に
端
的
に
示
さ
れ
る
地
方
財
源
内
吸
収
と
い
う
側
面
が
指
摘
さ
れ
る
。
免
役
銭
が
次
第
に
上
供
に
ま
わ
さ
れ
て
い
〈
経
綿
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
「
泊
江
以
来
、
軍
屯
目
盛
、
闘
用
大
圏
、
遂
立
経
婚
制
等
誕
名
以
取
之
、
雄
日
増
征
商
之
羨
除
、
減
出
納
之
質
問
、
両
市
VE昨
主
幹
世
U
(
『
文
献
通
考
』
叶
九
征
援
考
六
巻
末
馬
端
臨
按
語
)
と
見
え
る
よ
う
に
、
州
県
内
財
源
と
し
て
留
め
ら
れ
て
い
る
分
を
中
央
財
政
に
吸
収
す
る
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
，。
木
更
に
地
方
を
圧
迫
し
た
も
の
と
し
て
、
退
役
軍
官
・
宗
室
・
帰
明
帰
正
は
人
(
敵
国
か
ら
の
帰
順
者
)
を
添
差
官
・
胴
禄
官
と
し
て
、
そ
の
俸
給
を
討
地
方
に
負
担
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
に
は
第
一
節
に
見
た
よ
噌
つ
に
地
方
へ
の
存
留
分
と
い
う
形
で
保
証
し
て
い
る
の
だ
が
、
不
十
分
で
伽
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
鄭
且
ハ
拭
岡
『
鄭
忠
骨
刷
占
審
議
遺
築
』
見
「
諮
寛
民
力
柑
疏
」
に
次
の
記
載
が
見
え
る
。
地宋南43 
近
歳
離
軍
添
差
、
大
儒
州
都
之
忠
、
而
宗
室
戚
里
蹄
明
崎
正
、
甚
至
於
梨
喪
賊
工
青
史
雑
流
、
亦
皆
ポ
差
。
鹿
元
一
一
部
、
而
添
差
四
十
貝
、
藍
本
府
七
場
務
所
入
、
不
足
以
給
四
十
貝
綿
菅
之
俸
。
其
問
有
五
十
年
不
能
任
者
、
計
其
俸
入
、
銭
二
十
館
高
縄
・
米
十
除
問
斜
。
即
ち
退
役
軍
官
が
特
に
州
郡
町
財
政
的
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
慶
元
府
で
は
添
差
内
総
管
が
四
O
人
で
、
府
管
下
町
商
税
収
入
分
で
は
ま
か
な
い
き
れ
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
「
今
添
差
一
路
分
都
監
之
類
、
月
奉
数
百
縄
、
綴
一
貝
之
費
、
己
可
養
十
寺
監
丞
己
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
俸
給
が
か
な
り
高
額
で
あ
る
こ
と
が
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
に
述
べ
た
状
況
を
具
休
的
事
例
に
即
し
て
見
れ
ば
、
孫
夢
観
『
雲
術
先
生
文
集
』
叶
「
奨
司
会
輔
針
第
二
制
論
州
鯨
財
計
」
に
江
南
東
路
宣
州
寧
国
府
に
関
す
る
記
載
が
見
え
る
。
「
発
丑
」
と
は
理
宗
宝
祐
元
年
ご
二
五
三
)
で
あ
る
。
臣
近
者
出
守
於
宣
、
嘗
考
五
年
版
籍
、
額
二
十
五
両
除
石
、
除
民
傷
検
放
・
運
司
寄
納
・
諮
耐
肺
載
留
・
連
年
逃
悶
人
戸
抱
大
之
敵
、
所
入
多
則
十
高
館
石
、
少
則
六
七
高
石
。
若
併
以
糾
菌
、
而
輸
之
農
寺
・
綿
制
、
所
以
苦
不
足
.
而
載
上
供
以
充
府
用
者
、
止
高
齢
石
、
官
兵
甜
給
与
小
子
孤
地
蹄
張
問
囚
制
雑
宜
、
乃
至
六
高
齢
石
、
移
束
補
西
、
委
難
支
吾
。
宣
儒
稽
府
、
猶
且
若
此
、
其
他
小
皇
、
抑
又
可
知
.
寧
国
府
の
場
合
、
帳
簿
上
の
元
額
二
五
万
石
町
内
、
租
税
の
減
免
や
諸
県
で
町
存
留
、
転
運
河
に
寄
納
す
る
分
及
び
租
税
未
納
分
を
除
け
ば
、
収
入
は
六
、
七
1
十
万
石
程
度
で
、
府
用
と
し
て
留
め
ら
れ
る
分
は
わ
ず
か
に
一
万
石
余
り
で
あ
る
の
に
対
し
、
支
出
は
兵
の
俸
給
や
宗
室
や
養
老
町
兵
員
や
囚
人
等
町
制
米
六
万
石
に
も
登
り
、
そ
の
融
通
が
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
に
県
の
具
体
例
は
、
『
繋
年
要
録
』
尚
一
紹
興
二
六
年
(
一
一
五
六
)
二
月
甲
成
の
条
、
右
奉
議
郎
魯
沖
が
郡
邑
の
弊
事
を
論
じ
た
中
に
、
両
所
西
路
常
州
{
且
輿
県
の
事
を
記
し
て
い
る
@
臣
前
任
宜
輿
勝
、
抽
出
計
合
牧
誕
名
、
有
丁
盟
銭
・
坊
場
課
利
銭
・
租
釦
(
街
44 
字
)
札
偽
・
租
締
租
貯
鏡
、
一
歳
所
入
、
不
治
一
高
一
五
千
鯨
緒
。
其
投
納
之
数
、
有
大
軍
銭
上
供
銭
縄
本
銭
・
打
紅
銭
・
軍
器
物
料
銭
・
天
申
節
銀
絹
銭
之
類
、
歳
支
不
官
三
高
四
千
絵
絹
。
又
有
見
任
寄
居
官
請
受
・
過
往
官
兵
批
券
、
興
非
吃
州
都
督
索
抱
欠
、
略
無
鹿
目
。
寧
国
府
町
例
と
は
ほ
ぼ
百
年
内
隔
た
り
が
あ
る
が
、
転
辺
司
所
管
の
租
税
の
項
目
は
一
年
で
一
万
五
千
余
貫
し
か
な
い
の
に
対
L
、
上
供
の
わ
り
当
て
は
各
種
あ
わ
せ
て
三
万
四
千
貫
に
も
及
ん
で
い
た
。
し
か
も
そ
の
う
え
に
現
職
と
寄
居
し
て
い
る
官
僚
へ
の
俸
給
、
県
を
通
過
す
る
官
兵
に
対
す
る
手
当
が
あ
り
、
ま
た
州
か
ら
滞
納
町
租
税
の
催
促
が
あ
る
と
い
う
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
見
た
よ
う
に
、
税
同
加
重
化
、
負
担
能
力
を
無
視
し
た
上
供
額
の
設
定
、
添
差
官
等
の
俸
給
的
地
方
転
嫁
に
よ
る
圧
迫
、
ま
た
地
方
財
源
の
中
央
吸
収
と
い
っ
た
も
の
が
、
財
政
の
正
常
な
運
営
を
き
わ
め
て
困
難
な
事
態
に
追
い
こ
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
正
式
の
租
税
収
入
に
よ
る
運
営
が
不
可
能
と
な
れ
ば
、
い
か
な
る
手
段
に
よ
っ
て
補
填
し
た
の
か
。
当
然
そ
れ
は
正
当
で
な
い
も
の
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
首
米
徴
収
の
際
の
加
耗
で
あ
る
。
『
宋
合
要
』
食
貨
(
「
之
-
一
一
「
賦
枕
雑
m
靴
下
」
紹
興
三
一
年
(
一
一
六
一
)
四
月
三
日
の
条
に
、
臣
僚
の
上
言
と
し
て
次
の
記
載
が
見
え
る
。
州
豚
民
戸
、
秋
枕
輸
納
、
多
牧
加
耗
、
弊
猶
未
革
、
練
逐
路
槽
臣
、
不
協
州
勝
之
有
無
、
珠
求
無
厭
、
致
秋
稔
之
入
少
得
留
州
、
而
一
州
之
問
、
歳
有
養
兵
克
服
之
費
、
無
所
従
出
、
故
不
免
干
輸
納
之
問
、
牧
取
耗
剰
、
以
取
陥
給
。
各
路
向
転
運
使
が
有
無
に
拘
り
な
く
厳
し
〈
財
賦
を
と
り
た
て
る
た
め
に
、
苗
米
が
ろ
く
に
州
に
残
ら
ず
、
兵
米
や
吏
禄
の
費
用
を
ま
か
な
う
の
に
耗
米
を
徴
収
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を
具
体
的
に
示
す
の
が
、
資
斡
『
勉
粛
崎
県
』
一
時
「
奥
李
敬
子
司
直
書
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
寧
宗
嘉
定
年
間
に
江
南
西
路
臨
江
軍
新
栓
県
知
事
責
斡
が
転
運
司
幹
塀
公
事
の
李
婚
に
与
、
え
た
書
翰
で
あ
る
。
本
邑
首
末
、
額
管
六
寓
二
千
石
、
除
二
千
石
不
可
他
、
賓
管
六
高
石
。
毎
年
起
綱
及
馬
穀
、
共
管
六
寓
三
千
石
、
軍
用
五
千
石
、
牒
用
六
千
石
、
此
巳
是
七
高
四
千
石
米
兵
。
又
要
貼
水
脚
銭
二
前
貰
・
春
衣
一
寓
買
・
半
年
版
帳
二
高
、
其
五
高
賀
、
皆
是
持
苗
米
折
慣
、
須
二
寓
五
千
苗
、
方
折
得
許
多
銭
.
如
此
乃
是
十
高
石
首
失
.
故
毎
石
加
耗
、
等
共
状
一
石
七
斗
、
牒
計
方
且
.
江
西
一
路
皆
然
、
不
但
此
邑
昂
然
也
。
即
ち
秋
苗
の
収
入
六
万
石
で
は
全
支
出
の
六
割
し
か
満
た
せ
ず
、
残
り
の
四
割
を
加
耗
米
に
依
存
し
、
新
法
県
の
費
用
六
千
石
、
臨
江
軍
の
費
用
と
し
て
負
担
し
て
い
る
五
千
石
も
こ
こ
か
ら
出
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
う
い
う
事
情
は
一
路
共
通
の
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
朱
子
語
類
』
時
ト
朱
子
五
「
論
治
道
」
第
一
九
則
に
黄
卓
の
筆
録
と
し
て
次
内
記
載
が
あ
る
。某
守
南
康
、
嘗
有
千
人
禁
軍
頼
、
某
到
時
縫
有
二
百
人
而
己
、
然
歳
巳
自
問
供
給
。
本
軍
毎
年
有
租
米
四
高
六
千
石
、
以
三
高
九
千
来
上
供
、
所
除
者
止
七
千
石
、
僅
能
婚
得
三
月
之
植
。
三
月
之
外
、
使
用
別
壁
壷
措
置
.
如
斜
面
加
量
之
属
又
輩
、
則
預
於
民
間
借
主
.
方
借
之
時
、
早
穀
方
熱
、
不
得
巳
出
棟
、
令
民
先
柏
村
早
米
来
納
、
亦
開
之
利
米
、
侠
各
則
折
除
其
租
米
、
亦
世
大
米
之
数
。
如
此
猶
贈
不
給
。
で米額朱
l主四千燕
ニ万人が
ケ 六の江
伊干と南
土:石こ来
五司之噴
き八罷話
Z四に康
工・は軍
乞八二知
't %百事
;日も人で
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そ供か つ
のき存 た
不れ在時
足、 L~
分軍な広
はにい'.t.:
桝残円高
商さにと5Eれ拘‘
るら禁
と七ず軍
い 干、が
つ石租元
た
耗
米
、
税
米
円
前
借
り
(
預
借
)
、
早
稲
町
徴
収
な
ど
で
補
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
地
方
で
の
必
要
分
を
無
視
し
て
上
供
が
行
な
わ
れ
た
た
め
に
、
兵
米
町
大
部
分
を
主
と
し
て
加
耗
米
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
常
平
義
倉
米
の
流
用
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
本
来
飢
餓
対
策
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
北
宋
末
頃
か
ら
木)
紹
霊
初
復
立
、
然
識
者
閥
、
義
倉
歯
留
諸
郷
以
備
水
早
可
也
.
今
併
入
牒
宮
、
悉
鶴
官
吏
移
用
.
後
又
命
上
三
等
戸
輸
郡
倉
、
縛
充
軍
章
、
或
資
他
用
、
故
凶
年
無
以
救
民
之
死
、
失
古
人
立
法
之
意
失
.
(
『
建
員
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
柴
4
五
財
賦
ュ
「
義
宣
」
}
と
見
え
る
よ
う
に
、
本
来
郷
に
お
か
れ
た
も
の
が
県
倉
に
併
合
さ
れ
、
或
い
は
一
部
州
倉
に
も
送
ら
れ
、
軍
由
民
な
ど
に
転
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
南
宋
に
入
る
と
『
繋
年
要
録
』
時
廿
紹
興
二
七
年
こ
一
五
七
)
九
月
丙
子
町
条
に
、
殿
中
侍
御
史
王
法
の
上
一
冒
と
し
て
次
的
記
載
が
見
、
ぇ
'hvo 臣
縞
見
、
諸
州
郡
毎
歳
輸
納
秋
租
、
自
装
稜
綱
運
之
後
、
章
旗
一
空
、
所
存
は
止
有
常
平
義
宕
桝
斗
、
軍
極
吏
樺
及
捧
設
上
供
不
足
之
数
、
皆
取
給
於
此
、
討
所
在
成
例
。
是
名
馬
常
平
、
而
幕
以
備
州
郡
急
闘
。
噌
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
秋
租
は
上
供
に
消
え
て
し
ま
い
、
残
る
は
常
平
義
倉
餅
蜘
斗
で
、
軍
隊
・
膏
吏
の
俸
米
、
果
て
は
上
供
の
不
足
分
ま
で
こ
れ
で
ま
か
財
な
い
、
至
る
所
で
こ
れ
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
相
似
た
状
況
は
臨
広
南
路
に
も
見
ら
れ
(
周
去
非
『
嶺
外
代
答
』
持
法
制
門
「
常
平
」
)
、
と
す
献
れ
ば
、
常
平
義
倉
町
存
在
意
義
は
半
ば
地
方
運
む
の
た
め
の
恒
常
的
財
源
に
あ
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
最
後
に
雑
税
に
よ
る
補
充
が
あ
げ
ら
れ
る
。
45 
こ
れ
は
過
大
な
上
供
の
た
め
に
州
県
が
徴
収
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
が
多
い
。
月
椿
銭
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
は
麹
引
銭
・
白
納
酷
銭
・
売
紙
銭
・
戸
長
甲
帖
銭
・
保
正
牌
限
銭
・
飼
銭
・
歓
喜
銭
等
が
あ
る
(
『
南
宋
文
範
』
J
t
八
奏
疏
「
論
月
椿
疏
越
汝
恐
」
)
。
麹
引
銭
と
は
、
本
来
人
民
が
吉
凶
の
集
会
の
た
め
に
{
目
的
麹
を
買
っ
て
酒
を
造
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
人
戸
町
財
産
に
応
じ
て
強
制
徴
収
す
る
も
の
と
化
し
た
税
で
(
供
活
『
盤
洲
文
集
』
川
町
九
「
荊
門
軍
奏
使
民
五
事
欣
」
)
、
酷
(
息
)
銭
は
前
述
の
よ
う
に
本
来
は
酷
の
専
売
に
伴
な
う
収
入
で
あ
っ
た
が
、
南
宋
で
は
官
物
の
受
納
や
訴
状
的
受
付
の
際
司
手
数
料
の
如
き
も
の
と
化
し
た
税
で
あ
る
。
嗣
銭
歓
喜
銭
は
賊
間
収
入
の
こ
と
で
あ
り
、
科
罰
銭
と
も
称
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
江
南
東
西
路
で
は
科
嗣
銭
、
荊
湖
南
北
路
で
は
麹
引
銭
円
弊
害
が
極
端
で
あ
っ
た
(
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
寸
五
財
賦
-
一
「
月
椿
銭
」
)
。
ま
た
版
(
板
)
帳
出
品
目
一
、
『
文
献
通
考
』
↓
九
「
板
帳
銭
」
の
条
に
、
嘉
定
一
六
年
(
一
二
二
三
)
正
月
五
目
、
両
断
転
運
判
官
歌
乗
の
上
言
と
し
て
、
以
納
糾
斗
則
増
牧
耗
剰
、
交
銭
吊
則
多
牧
牒
費
、
幸
富
人
之
犯
法
、
而
重
其
罰
、
恋
青
吏
之
受
臓
、
而
課
其
入
、
(
中
略
)
其
他
知
嗣
酒
科
酪
貰
紙
税
醤
下
拳
銭
之
類
、
殆
不
可
以
循
場
、
亦
不
能
偏
知
、
無
非
謹
法
。
と
見
え
る
よ
う
に
、
首
米
や
銭
米
を
納
め
る
際
的
付
加
徴
収
や
科
札
側
、
膏
吏
町
時
賂
に
対
す
る
課
税
等
、
省
略
し
た
部
分
も
合
的
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
所
か
ら
徴
収
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
と
り
わ
け
賦
罰
収
入
は
、
本
来
定
量
的
な
も
の
で
な
い
だ
け
に
、
宮
町
方
で
巧
み
に
操
作
し
て
多
額
の
収
入
を
あ
げ
て
上
供
額
の
不
足
分
を
補
い
、
し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
『
朱
文
公
文
集
』
J
1
九
「
乞
鍋
減
涼
州
上
供
経
綿
制
額
等
銭
扶
」
ニ
立勝
道
既
無
蔵
鈴
可
積
、
又
無
認
名
可
催
、
官
吏
且
欲
避
免
一
時
州
都
督
責
、
46 
則
不
遇
国
民
之
訴
訟
而
科
嗣
之
、
甚
則
誘
人
以
告
好
而
骨
取
之
。
州
郡
聞
知
、
略
行
禁
約
、
則
諸
制
脚
使
以
諸
口
、
不
肯
留
心
趨
幌
、
州
郡
不
免
又
特
別
色
官
鋭
部
免
補
足
。
鵠
州
都
者
、
慨
其
加
此
、
則
遂
一
切
聴
其
所
得
、
不
復
何
問
.
と
見
え
、
県
は
州
か
ら
の
催
促
に
対
し
て
科
罰
銭
で
ま
か
な
う
が
、
違
法
だ
と
し
て
州
が
こ
れ
を
禁
止
す
れ
ば
、
県
は
そ
れ
を
口
実
に
上
供
を
怠
る
と
い
う
わ
け
で
、
目
を
つ
よ
っ
て
見
の
が
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
地
方
向
財
政
運
営
の
困
難
さ
は
、
と
も
す
ーギ
e
i
l
 
今
鐙
曹
有
知
脈
・
脈
令
其
二
百
除
閥
、
無
願
就
者
、
正
株
財
賦
督
迫
民
事
被
鼻
、
所
以
畏
避
相
場
と
あ
る
よ
う
に
、
知
県
の
ポ
ス
ト
を
忌
避
す
る
よ
う
な
傾
向
を
招
く
に
さ
え
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
役
法
と
の
関
連
南
宋
の
役
法
に
つ
い
て
は
、
曽
我
部
静
雄
氏
・
周
藤
吉
之
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
大
概
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
南
宋
で
は
保
甲
法
が
郷
役
と
し
て
定
着
し
、
初
期
に
は
他
税
甲
頭
町
改
廃
が
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
保
正
が
治
安
維
持
を
、
大
保
長
が
時
に
は
戸
長
と
も
称
さ
れ
な
が
ら
徴
税
町
役
を
担
当
し
、
そ
の
負
担
が
過
酷
で
あ
っ
て
人
民
が
非
常
に
苦
し
ん
だ
の
で
あ
【
U
r
こ
れ
は
重
税
な
ど
に
よ
る
職
責
上
向
負
担
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
的
部
分
も
無
視
し
え
な
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
朱
文
公
文
集
』
晴
L
公
移
淳
照
九
年
(
一
一
八
二
)
八
月
両
斯
東
路
に
お
け
る
「
約
束
不
得
掻
擾
保
正
等
勝
」
の
第
三
条
に
次
の
記
載
が
見
え
る
。
保
正
副
最
馬
重
役
、
蛍
堪
復
有
科
様
。
今
来
耐
脚
週
、
略
不
加
郎
、
聴
干
敷
買
物
件
、
必
巧
作
名
目
、
公
然
出
町
、
令
保
正
副
買
嚇
。
如
修
遊
園
用
骨
・
抱
退
官
員
蛇
葺
胴
宇
・
置
遣
軍
器
、
似
此
之
瓶
、
其
名
不
一
。
竹
木
五
時
柚
漆
麻
苧
等
物
、
例
以
和
買
馬
名
、
不
曾
支
給
分
文
。
又
如
役
使
工
匠
・
科
差
人
夫
・
勅
出
銭
米
・
陪
側
供
輸
、
椎
制
肌
髄
、
至
此
鴎
甚
。
都
保
正
・
副
保
正
に
対
し
て
、
建
物
的
修
理
由
民
や
官
民
的
接
待
な
ど
の
費
用
を
背
負
わ
せ
、
各
種
物
品
も
和
買
の
名
の
も
と
に
調
達
さ
せ
、
果
て
は
工
匠
や
人
夫
等
に
至
る
ま
で
負
担
さ
せ
て
い
る
の
は
、
地
方
経
費
を
役
人
に
押
し
つ
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
《
向
。
こ
れ
は
ま
さ
に
前
に
ふ
れ
た
「
阻
融
」
に
他
な
ら
な
い
。
更
に
こ
れ
に
加
え
て
宵
吏
が
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
取
る
手
数
料
が
あ
る
。
例
え
ば
『
宋
脅
要
』
食
貸
出
之
…
川
「
免
役
」
孝
宗
乾
進
元
年
(
一
一
六
五
)
八
月
五
目
的
条
臣
僚
の
上
言
に
方
其
始
事
也
、
観
諸
吏
、
則
謂
之
書
役
銭
.
及
其
既
揃
也
、
又
謝
時
吏
、
則
翻
之
僻
役
銭
.
と
見
え
、
保
正
副
が
役
の
開
始
と
終
了
時
に
育
吏
に
銭
を
納
め
て
い
る
の
は
そ
の
一
端
で
あ
る
。
大
保
長
に
つ
い
て
も
、
両
断
西
路
平
江
府
常
熟
県
同
地
志
司
重
修
琴
川
志
』
柑
紋
賦
「
義
役
省
制
」
(
理
宗
嘉
照
元
年
一
二
三
七
八
月
)
に
保
長
則
有
著
役
召
保
摘
給
・
鹿
限
出
掛
簿
瞥
・
七
夕
冬
至
ニ
節
供
迭
吏
垣
内
一
之
費
、
加
以
上
落
牌
頭
・
閥
抗
司
苗
挽
案
株
求
無
襲
。
と
見
え
、
保
長
の
負
担
町
、
ヲ
ち
に
、
七
夕
・
弘
、
豆
町
背
吏
へ
の
つ
け
と
ど
け
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
は
地
方
行
政
事
務
に
あ
た
る
膏
吏
に
対
し
俸
給
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
地
方
財
政
の
不
備
が
も
た
ら
し
た
と
い
う
側
面
を
無
視
し
え
な
い
。
以
上
、
そ
の
一
端
を
示
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
郷
役
人
は
本
来
支
給
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
反
対
給
付
(
者
戸
長
壮
丁
免
役
銭
)
が
与
え
ら
れ
ず
、
官
庁
経
費
を
買
緋
さ
せ
ら
れ
、
し
か
も
宵
吏
円
増
加
に
伴
う
負
担
も
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
本
来
地
方
財
政
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
分
で
あ
り
、
そ
れ
が
保
正
副
に
不
当
に
転
嫁
さ
れ
て
い
る
と
見
な
し
う
る
。
差
役
法
時
代
最
も
苦
役
と
さ
れ
た
街
前
等
は
、
完
全
に
専
門
化
し
て
、
既
に
買
糠
の
対
象
と
な
り
え
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ら
郷
役
人
が
そ
れ
に
か
わ
る
存
在
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
南
宋
の
著
名
な
官
僚
で
あ
る
朱
燕
・
陳
僻
良
・
真
徳
秀
等
は
、
役
法
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
発
言
し
て
い
る
。
彼
ら
は
ほ
ぼ
大
筋
と
し
て
、
保
甲
法
と
役
法
を
切
り
離
し
、
総
制
銭
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
替
戸
長
壮
丁
免
役
銭
を
州
県
に
留
め
、
香
戸
長
壮
丁
円
募
役
法
を
俣
活
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
『
朱
文
公
文
集
』
功
一
「
論
差
役
利
害
欣
」
に
「
燕
稿
以
嬬
、
英
若
持
罷
支
者
戸
長
雇
銭
一
項
、
並
免
起
授
、
機
運
州
脈
、
依
奮
募
税
戸
、
充
香
長
戸
長
U
と
見
え
て
い
d
r
免
役
銭
を
州
県
に
留
め
て
お
こ
う
と
す
る
意
見
は
誠
に
的
を
得
て
い
る
が
、
者
戸
長
壮
丁
を
復
活
す
る
こ
と
で
役
)
法
的
弊
害
が
即
ち
に
解
決
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
木
た
よ
う
な
財
政
的
背
景
が
存
在
し
て
い
る
以
上
、
有
効
な
役
法
改
革
は
う
ち
出
し
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
八討検蜘
州
豚
財
政
は
、
公
式
的
に
は
、
両
税
の
秋
首
の
一
部
、
中
央
財
政
所
属
晴
の
課
利
収
入
町
一
部
、
免
役
銭
円
半
分
強
が
州
県
に
留
め
ら
れ
て
そ
の
財
地
源
と
な
り
、
こ
れ
ら
が
官
貝
・
軍
隊
内
俸
給
、
育
吏
・
役
人
の
雇
銭
、
救
献
荒
等
に
支
出
さ
れ
、
人
件
費
財
政
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。
そ
し
て
上
供
7
と
地
方
存
留
分
の
比
率
は
ほ
ぼ
八
割
強
と
二
割
弱
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
4
中
特
に
免
役
銭
が
、
収
支
両
面
に
わ
た
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
免
結
陪
役
銭
体
制
(
重
禄
法
も
含
め
て
)
が
創
立
当
初
に
比
し
て
、
か
な
り
の
後
退
を
見
せ
な
が
ら
も
存
続
し
た
こ
と
は
、
保
甲
法
と
も
あ
わ
せ
て
、
新
法
的
南
宋
に
お
け
る
継
受
を
象
徴
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
実
際
的
地
方
的
財
政
運
営
状
況
を
、
中
央
財
政
と
の
緊
張
関
係
に
お
い
て
見
れ
ば
、
税
同
加
重
化
・
負
担
能
力
を
無
視
し
た
上
供
領
内
設
定
、
経
総
制
銭
に
み
ら
れ
る
地
方
財
源
的
吸
収
、
添
差
官
の
俸
給
な
ど
の
地
方
転
嫁
等
に
よ
っ
て
、
地
方
存
留
分
の
削
減
と
と
も
に
中
央
財
政
的
犠
牲
と
な
っ
て
正
常
な
運
営
が
困
難
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
加
耗
米
町
徴
収
、
常
平
義
倉
米
向
転
用
、
雑
税
(
鵬
制
収
入
な
ど
)
等
、
正
当
な
ら
ざ
る
手
段
に
よ
っ
て
、
上
供
額
的
不
足
を
制
城
す
る
と
と
も
に
、
地
方
財
政
に
あ
て
た
円
で
あ
る
。
特
に
加
粍
米
は
飢
喪
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
財
政
的
背
景
は
、
役
法
的
あ
リ
方
に
も
し
わ
ょ
せ
さ
れ
、
地
方
官
庁
費
や
脅
吏
町
生
活
費
が
事
実
上
役
人
町
負
担
に
加
わ
っ
て
役
法
的
混
乱
を
倍
加
し
た
と
い
え
る
。
以
上
は
基
礎
的
事
実
に
止
ま
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
構
造
の
上
に
立
つ
地
方
行
政
、
地
方
官
的
態
度
、
育
吏
の
性
格
を
追
求
し
た
い
と
い
う
の
が
筆
者
の
意
図
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
構
造
を
ふ
ま
え
る
こ
と
が
、
南
宋
の
政
治
経
済
の
理
解
に
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
'
A
V
。
注
(
l
)
徐
松
制
『
宋
合
要
輯
稿
』
(
以
下
『
京
骨
聾
』
と
略
称
)
宜
買
訪
之
咽
「
義
吉
」
孝
{
示
乾
迫
凡
年
(
一
一
七
二
)
四
月
}
七
日
条
に
航
戸
部
尚
書
棚
俄
言
、
義
官
在
法
‘
計
夏
秋
税
、
毎
一
斗
別
納
五
合
、
即
正
税
不
及
一
斗
免
納
、
晦
盟
熟
計
一
時
九
分
以
上
、
即
納
一
升
a
唯
充
眠
結
、
不
許
他
用
。
と
見
え
る
。
福
州
八
県
の
各
々
の
徴
収
串
は
六
九
%
で
規
定
に
比
較
的
沿
っ
て
48 
い
る
。
(
2
)
『
氷
操
大
典
』
嘩
笹
倉
部
「
常
平
倉
一
ご
所
引
『
中
暫
仰
針
』
の
納
磁
路
の
免
役
銭
の
条
に
「
郷
村
以
産
銭
、
劫
郡
以
物
力
関
眉
蛙
散
均
出
U
と
見
え
、
物
力
銭
は
幼
師
(
都
市
)
の
免
役
銭
を
指
し
て
い
る
。
{
3
)
「
宋
代
の
八
ム
植
銭
に
つ
い
て
地
方
財
政
の
研
究
」
「
宋
代
の
公
世
廠
に
つ
い
て
地
方
財
政
の
研
究
」
『
中
国
史
研
究
朝
一
一
』
二
九
七
ご
(
4
)
南
東
町
官
成
書
『
州
脈
提
綱
』
」
可
「
燕
ゐ
円
宜
簡
」
に
次
町
記
載
が
見
え
る
・
時
服
官
者
、
同
僚
平
時
相
理
固
有
効
。
郡
冊
車
時
折
組
‘
用
妓
幾
侶
慣
、
四
車
不
下
二
三
十
柑
者
.
夫
郡
有
企
帯
.
於
法
世
用
、
腕
章
無
A
ロ
用
盤
、
不
遇
制
吏
盟
均
倒
耳
a
(
5
)
『
賀
睡
四
明
志
』
一
司
「
監
司
車
名
」
、
『
高
定
赤
城
志
』
」
吋
六
肘
賦
門
「
超
世
掠
刑
可」
(
6
)
千
葉
山
氏
「
宋
代
的
酷
」
『
時
田
博
士
現
暦
記
念
歴
史
学
論
揖
』
(
一
九
六
九
)
(
7
)
両
氏
と
も
に
汗
買
の
厳
然
と
し
た
存
布
を
前
提
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
う
け
と
れ
る
が
‘
筆
者
は
吏
楠
町
価
格
と
し
て
北
宋
期
に
汗
吏
が
階
層
と
し
て
定
着
し
て
い
く
過
艇
に
お
い
て
国
家
が
汗
吏
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
、
汗
吏
階
層
形
成
史
上
に
お
け
る
国
軍
の
過
践
的
な
対
応
の
一
形
態
と
い
っ
捌
而
を
指
摘
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
(
8
)
李
心
博
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
乙
鼎
叶
六
官
制
二
「
諸
併
推
法
司
」
、
『
嘩
元
陣
法
耶
類
』
一
四
ニ
「
公
吏
門
」
(
9
)
南
京
に
お
け
る
克
掃
の
存
布
は
従
米
よ
り
も
も
っ
と
重
視
す
べ
急
で
あ
ろ
う
。
『
宋
骨
要
』
食
町
一
4
4
4
此
コ
戸
部
」
由
民
a
宗
瞳
元
三
年
{
一
一
九
七
)
六
月
一
九
日
条
の
原
注
に
、
先
是
二
年
三
月
監
察
御
史
眺
忠
言
(
中
略
)
臣
嘗
国
中
都
官
吏
保
持
拠
夫
兵
雌
克
明
、
求
其
所
以
合
計
之
説
。
{
中
略
)
比
年
以
来
月
宜
不
下
百
二
十
両
、
大
略
官
俸
居
十
之
一
、
吏
蹄
唐
十
之
二
、
兵
瞳
居
十
之
七
.
-
E
一五
と
あ
る
。
こ
れ
は
行
布
臨
安
の
例
だ
が
、
吏
揖
が
霜
月
の
支
出
の
二
割
に
あ
た
り
官
の
伸
拾
の
倍
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
固
{
叩
}
眉
銭
宜
桔
に
際
し
て
も
、
前
描
『
州
脈
提
隅
』
「
月
結
眉
金
」
に
「
脈
事
常
賦
不
縮
、
往
往
越
歓
月
不
桔
U
と
見
え
、
ま
た
王
炎
『
睡
様
相
担
制
』
功
。
「
上
捌
岳
州
」
に
「
役
入
居
鏡
、
盤
台
中
半
支
出
、
時
行
魁
瑞
U
と
あ
っ
て
、
荊
湖
北
路
岳
州
臨
制
県
で
は
上
供
に
ま
わ
す
た
め
に
眉
銭
を
ピ
ン
ハ
ネ
し
て
お
り
、
財
政
運
営
窮
迫
か
わ
の
ゆ
が
み
が
存
し
て
い
た
.
{
日
)
正
確
に
は
「
不
以
去
官
枇
陣
原
崎
」
と
記
す
べ
き
も
の
が
省
略
さ
れ
た
と
見
ら
L
I
L
 
t
4
 
(
ロ
)
『
畏
嗣
』
時
一
日
一
一
脚
宗
-Z
盟
元
年
(
一
O
七
八
)
冬
十
月
叩
買
の
条
「
昭
、
諸
州
腕
修
遣
、
保
出
来
掛
公
人
回
融
、
睦
担
問
文
案
問
捕
者
、
自
今
晶
保
明
文
悟
省
及
免
役
踊
子
銭
各
一
半
日
と
あ
り
、
配
期
の
次
の
元
盟
年
間
も
堵
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
し
う
る
。
(
日
)
九
百
得
「
南
京
の
財
政
と
経
総
制
銭
」
北
大
史
学
九
{
一
九
六
回
)
(
H
)
字
心
帥
『
建
炎
以
来
般
車
市
宮
山
神
』
(
以
下
『
暫
主
義
』
と
略
抗
)
地
λ
商
宗
紺
興
三
年
(
一
一
三
三
)
九
月
成
午
条
、
闘
中
時
間
史
常
同
の
上
冒
目
(
日
)
『
宗
史
』
坤
mr
志
↑
ニ
宜
賃
上
ニ
「
賦
枕
」
紹
興
-
一
六
年
条
は
、
「
租
銭
地
銭
」
を
「
租
地
銭
」
に
作
る
。
な
お
桂
文
の
勺
天
巾
節
」
と
は
高
宗
町
誕
生
日
で
あ
る
{
平
出
『
皇
宋
十
朝
綱
要
』
一
」
O可
(
珂
)
桂
文
に
は
「
然
上
供
外
所
酷
七
千
布
、
州
都
亦
不
得
用
、
韓
理
班
毎
融
行
文
字
下
来
、
拘
束
只
粒
椿
留
校
本
州
、
不
得
侵
主
新
粒
J
U
と
あ
り
、
こ
の
七
千
石
さ
え
転
運
植
は
州
取
に
手
を
つ
け
ず
に
と
っ
て
お
〈
よ
ヲ
に
指
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
.
(
げ
)
消
代
の
地
方
財
政
に
お
い
て
も
銀
拙
の
火
(
加
)
昆
が
重
要
な
役
釧
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
、
安
部
健
夫
「
耗
挟
提
解
的
研
究
『
碓
正
史
』
町
一
章
と
し
て
み
た
l
」
『
消
代
史
の
研
究
』
(
一
九
七
二
参
問
。
な
お
安
部
氏
は
特
務
帰
公
反
対
派
町
議
の
意
見
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
(
態
。
そ
れ
は
「
臣
輔
、
聾
廉
外
、
多
増
公
明
、
戒
存
脈
或
存
司
、
世
北
京
官
州
之
法
、
庶
於
事
有
mU{『
園
初
#
献
顕
微
初
嗣
』
山
時
五
)
、
即
ち
粍
諜
を
地
方
宮
内
手
許
に
残
し
て
地
方
行
政
官
に
あ
て
よ
ワ
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
模
範
と
し
て
北
京
の
留
州
の
法
を
あ
げ
て
い
る
の
は
大
変
興
味
埠
い
。
(
阻
)
耽
乗
は
紹
興
一
ニ
O
年
(
一
一
六
O
)
の
進
士
で
あ
る
た
め
{
『
南
宋
館
関
摘
鉱
』
坤
て
こ
の
年
号
に
は
盟
問
が
残
る
.
出
時
限
の
誤
り
か
.
{
目
}
具
体
例
と
し
て
は
真
悟
持
『
境
文
忠
告
文
出
』
JF封
越
乙
轟
「
巾
南
安
知
野
梁
三
時
削
」
に
「
某
既
時
開
鼠
腕
克
之
尤
高
難
者
敏
人
、
以
其
京
町
、
代
版
眼
一
月
U
と
あ
り
‘
南
安
県
か
ら
版
版
銭
を
上
納
し
て
こ
な
い
た
め
、
知
県
州
の
真
碑
脅
が
悪
悟
県
克
を
流
罪
に
し
、
そ
の
寧
肘
を
世
官
し
て
一
月
分
の
版
眼
践
に
あ
て
て
い
る
.
(
叩
)
『
繋
年
要
録
』
叫
一
紹
興
二
六
年
二
月
明
成
の
晶
、
太
府
少
卿
韓
栂
買
部
侍
郎
昨
興
古
の
上
冒
。
ま
た
前
掲
『
文
献
通
考
』
「
板
幌
盛
」
の
歌
棄
の
上
曹
に
も
、
「
今
吉
里
之
寄
‘
佐
官
見
触
、
至
踊
人
願
就
、
是
安
可
不
思
所
以
救
之
。
藍
今
腕
邑
之
所
普
者
、
不
過
板
幌
銭
傾
太
量
耳
日
と
見
之
、
こ
の
傾
向
が
一
時
的
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
(
剖
)
曽
我
部
静
雄
「
南
東
の
役
法
」
『
東
代
肘
政
史
』
‘
周
藤
吉
之
「
束
代
蝿
村
制
的
宮
遭
過
程
」
『
唐
京
社
会
経
済
史
研
究
』
(
一
九
六
五
)
(n)
類
似
し
た
構
迫
は
明
代
巳
も
見
ら
れ
、
旦
甲
制
の
も
と
で
は
「
公
明
」
と
い
う
名
目
で
見
年
旦
長
・
回
。
首
が
地
方
費
を
負
担
し
た
が
、
宋
代
の
そ
れ
が
違
法
で
あ
る
に
対
L
合
法
で
あ
る
点
が
異
な
る
。
岩
見
宏
「
明
代
地
方
財
政
の
一
考
察
広
東
の
均
平
銀
に
つ
い
て
」
研
究
(
神
戸
大
学
文
学
会
}
三
(
一
九
五
三
)
参
問
。
(
お
)
耳
穂
脅
『
構
文
忠
告
文
革
』
一
」
九
「
幅
建
罷
蓋
保
長
傑
例
本
来
序
」
、
陳
博
良
『
止
痛
先
生
文
書
一
ア
「
輔
針
論
役
法
制
子
」
等
参
問
。
木)
議
本
稿
の
対
草
地
域
は
、
史
料
上
、
両
断
東
西
路
・
福
建
陪
・
江
南
東
西
闘
を
中
心
と
し
‘
荊
湖
南
北
路
広
南
路
を
若
干
含
ん
で
い
る
が
、
一
応
標
単
地
域
の
カ
パ
ー
を
目
ざ
し
た
つ
も
り
で
あ
る
{
下
図
参
照
可
液
鑑
者
の
目
〈
ば
り
不
足
か
ら
、
本
稿
校
正
中
に
よ
ヲ
や
〈
‘
小
岩
井
弘
光
「
南
京
町
家
資
臨
時
に
つ
い
て
」
国
士
曲
大
学
文
学
部
人
文
学
会
紀
要
一
一
(
一
九
七
九
)
を
閲
読
す
る
こ
と
が
で
き
た
.
氏
の
兵
制
史
研
究
の
一
環
と
し
て
、
州
軍
に
置
か
れ
た
匁
貴
闘
仰
の
構
成
・
収
蔵
物
・
宜
出
等
を
明
ら
か
に
し
、
宗
室
両
棉
棋
華
官
や
就
掛
禁
軍
等
の
給
与
と
の
閥
m
怖
を
骨
折
さ
れ
た
も
の
で
、
示
唆
を
う
け
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
本
稿
と
は
視
角
を
異
に
し
て
お
り
、
内
容
的
に
も
重
視
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
簡
略
に
し
か
触
れ
て
い
な
い
官
僚
軍
陣
に
つ
い
て
詳
細
に
考
察
さ
れ
て
い
る
点
等
、
是
非
審
問
さ
れ
た
い
。
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